
２
０
１
７
年
の
「
森
友
疑
惑
」
で
は
、

総
理
大
臣
夫
人
は
「
私
人
」
で
あ
る
と
閣

議
決
定
し
、
総
理
夫
人
の
関
与
追
及
の
矛

先
を
か
わ
し
ま
し
た
。
一
方
、
２
０
１
９

年
に
は
安
倍
首
相
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」

で
は
、
「
私
人
」
で
あ
る
昭
恵
氏
が
内
閣

の
公
的
行
事
の
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待

者
の
選
定
過
程
に
か
か
わ
り
、
露
骨
な
公

私
の
使
い
分
け
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者

の
中
に
、
マ
ル
チ
商
法
会
社
の
会
長
が
出

席
し
た
質
問
書
に
対
し
、
「
反
社
会
的
勢

力
」
の
定
義
は
「
限
定
的
・
統
一
的
な
定

義
は
困
難
」
と
す
る
答
弁
書
を
閣
議
決
定

し
、
批
判
を
ご
ま
か
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
予
定
で
あ
っ

た
大
学
入
試
改
革
で
は
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
で
英
語
民
間
試
験
の
活
用
と
記
述

式
問
題
の
導
入
な
ど
、
２
本
柱
を
と
も
に

白
紙
撤
回
し
、
受
験
生
や
保
護
者
に
怒
り

と
混
乱
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

は
、
収
入
が
一
定
の
水
準
を
下
回
っ
て
い

る
世
帯
に
対
し
て
、
一
律
30
万
円
の
給
付

を
行
う
決
定
が
不
評
を
買
い
撤
回
。
給
付

の
対
象
を
世
帯
主
を
通
じ
て
個
人
へ
の
一

律
10
万
円
の
給
付
に
転
換
し
ま
し
た
。

安
全
保
障
・
外
交
で
も
、
こ
れ
ま
で
危

う
い
閣
議
決
定
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

第
一
次
安
倍
政
権
時
代
の
２
０
０
６
年
、

村
山
談
話
に
対
し
「
侵
略
に
つ
い
て
は
定

義
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
政
府
答

弁
書
を
閣
議
決
定
。
２
０
１
４
年
７
月
に

は
「
憲
法
９
条
の
も
と
で
は
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
は
で
き
な
い
」
と
い
う
一
貫
し

た
政
府
の
憲
法
解
釈
を
転
換
し
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
「
閣
議
決
定
」

を
強
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
６
年

４
月
の
質
問
書
に
対
し
て
は
「
憲
法
９
条

は
一
切
の
核
兵
器
の
保
有
お
よ
び
使
用
を

禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る

答
弁
書
を
決
定
。
ま
た
２
０
１
９
年
12
月

に
は
防
衛
省
設
置
法
に
基
づ
く
「
調
査
・

研
究
」
目
的
で
自
衛
隊
を
中
東
周
辺
海
域

に
派
遣
の
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

安
倍
内
閣
は
今
や
政
権
末
期
で
す
。

「
閣
議
決
定
」
で
国
政
を
私
物
化
し
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
は
「
後
手
」
の
連
続
の
安
倍

政
治
を
一
刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
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違法・撤回・ボロボロの伝家の宝刀ー 閣議決定”

政
治
を
私
物
化
す
る
安
倍
政
権
を
打
ち
倒
そ
う
！

東
京
高
等
検
察
庁
の
黒
川
弘
務
検
事
長
の
定
年
延
長
の
違
法
な
閣
議
決
定
と

検
察
庁
法
改
悪
案
は
世
間
の
怒
り
を
買
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
安
倍
内
閣
は
同

様
な
違
法
、
不
当
な
閣
議
決
定
を
乱
発
、
安
倍
政
治
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
安
倍
内
閣
の
「
伝
家
の
宝
刀
」
で
あ
る
閣
議
決
定
は
今
や
ボ
ロ
ボ
ロ

で
す
。
法
律
も
世
論
も
顧
み
な
い
閣
議
決
定
が
相
次
き
、
底
が
見
え
た
安
倍
政

権
を
倒
し
ま
し
ょ
う
。

ご
都
合
主
義
の
閣
議
決
定

失
策
連
続
の
閣
議
決
定

閣議案件の種類 主な内容

一般案件 国政の基本、最重要項目の決定

法律・条約の公布 締結されたもの等の公布の承認・決定

国会提出案件 法律に基づき国会提出・報告するもの

法律案 内閣の法律の立案と国会提出

政令案 内閣の制定する命令の助言と承認

報告 調査結果、審議会答申等の承認

配布物の承認・確認 予算書・答弁書・省庁白書等の決定

危
な
い
安
保
・
外
交
閣
議
決
定

閣議決定する数々の案件

”


